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論文内容の要旨
島孤や微小大陸の衝突・集合は大陸地殻の成長にとって最も重要なプロセスの一つである。そのような
プロセスはてつの地視の境界地帯によく記録されている。それゆえ境界地帯における造構過程の解明は大
陸地殻の成長機構の解明にとって重要な知見をわれわれに与えてくれる。インド半島南部に分布するNelIore-
Khammam結晶片岩需はDharwarクラトンの西縁に位置する緑色岩体であり，東に隣接するEastcrn
Ghats帯との境界地帯をなす。 Ne1lorc-Khammam結晶片EZ;?の造構過程の解明は，先カンプリア時代の
大陸地殻の成長プロセスを明らかにするうえで重要である。
Ncllore-Khammam結晶片岩布:は構造的にトー部ユニットと下部ユニットに分けられ，上部ユニットは主
に堆積岩起源の低度変成岩から構成され，下部ユニットは火成岩起源の高度変成岩から主に成っている。
Nellore-Khammam結晶片ー岩帯は典型的江中庄型の変成帯であり，丙から東に向かつて変成!支は下部グラ
ニュライト相まで上拝する。本研究の対象であるKinnerasani地域は， Nellore-Khammam*・占品片岩帯と
Pakhall高群の境界が，連続的に観察することができる。 Nellore-Khammam結晶片岩帯とPakhal層群の
境界には，特徴的にー制l伸長した躍を含む醗岩層が発達する。
変形構造解析から.この地域は三つのstructuraldomain (domain 1， I， il)に分けることができる。
Domain 1とHは， ?¥Icllore-Kharnmam結品片岩帯内であり， domainm はPakhal層群地域凶縁部であるの
また，変形微細構造からi¥'ellore-Khammam結晶片岩帯には，円つの変形時相 (DA1.DA2， DA3， DA4) 
が識別され， Pakhal超層群には二つの変形時相 (DPLDP2)が認められた。 DA1とDP1の変形要素の頬
似性から.これらの変形は同様な応力場で形成されたと考えられる。
~ellore-Khammam結晶片岩借とPakhal超層群の境界付近において， NelIore-Khammam結晶片~.帯に
はDA4時相の変形が申越する。このDA4時相の変形は鉛直摺曲によって特徴付けられ，そのヒンジ部分に
おける歪像は長大伸長方向が鉛直方向であり，最小伸長方向が輸出に対して垂直になるように配置してい
る。門lakhaI層群最下部変形瞭岩層中の礁の歪像も，最大伸長方向が鉛l買に配置しているため，両者の歪
像は一致している。この傑宕中の変形礁の歪解析から，離が39-127%重んでいることが明らかとなった。
さらに，石英のc-車11ファブリック解析を際岩中の蝶，操岩の基質， DA4時相の鉛直摺曲に関して行った結
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果.それらはみな一軸伸長引の変形を被っていて，奈み像と一致していることが確認された。
以上述べてきたような，最大伸長方向が鉛i買に配列するような変形は， Ncllorc-Khammarn結品片岩帯
とPakhal層群の境界で卓越する。このことは，二つの地塊の衝突による変形が局所化したことを示唆する
ものである。地質図スケールにおけるマクロな構造も， λJGllore-Khammam結品片岩帯とPakhal層群そし
てNellore-Khammam結晶rl岩ー 帯とEasternGhats帯で調和的であるため.Nellore-Khammam結晶片岩
帯の議本的な構造は.二つの地塊の碕突に求めることができると考えられる。
論文審査の結果の要旨
インド半島南東部に分布するネロー・カマン結品片岩帯は.インドにおける最も古い緑色岩帯の一つで
あるO 本帯は，東に広がるダルワールクラトンの東縁を画し同はダルワールクラトンを覆う原生代パカー
ル累層群と，東は原生代のガート変動帯と対置している。ネロー・カマン結晶片岩帯周辺の造構過程の解
明は，先カンプリア代のインド楯状地の成長過程及びインド楯状地を合む東ゴンドワナ超大陸の造構過程
を明らかにするうえで重要である。
本研究比企部で5常117頁よりなり， (インド先カンブリア界の)全体的地質概要， カマン地域におけ
るネロー・カマン結品Jj-岩帯の構造解析，カマン地域におけるパカール累層群の構造解析，議論とまとめ
などの章で構成されている。著者は詳しい野外研究から，ネロー・カマン片岩帯に， 4回の変形時相 (Di¥
1， DA2， DA3， DA4)，バカール累層群に 2回の変形時相 (DP1，Dド2)を識別した。 DA4とDPlの変形は，
それらの変形要素の効、似性から.信j掠な変形応力財で形成されたと考えられた。
DA4時相の変形は，ネロー・カマン片岩帯の中で，とくにパカール累層群との境界付近において卓越す
る。この変形は鉛直摺曲によ勺て特徴づけられ，その軸部における重像は最大伸長方向が鉛直方向lである。
-}J， PDl時相の変形は，パカール累層群の中で，とくにネロー・カマン片岩帯と接する基l民礎岩中に強
く発達する。この変形醸岩層中の_&像も，最大伸長方向が鉛直に配置しており，ネロー・カマン片岩帯のD
A4変形歪像と一日致していることが明らかにされた。著者はこのような変形構造の分ぬは. 2つの地質需の
境界地域に局所化したことを示すものであると指摘した。さらに著者は，地質関スケールにおけるマクロ
な崎造解析から，うえの両地質有::の分布と境界地帯の方向は.これらの東に隣接する東ガート帯の分布と
調和的であり，上記の 2地質帯の境界付近におけるD八4及びDPl時相の変形事件(;t， 東ガート帯とダルワー
ルクラトンの衝突に関係する可能性を指摘した。
以上，木研究はインド半鳥先カンブリア代地質とその造構環境に新しい重要な知見をもたらすとともに，
東ゴンドワナテクトニクスの今後の研究に対して資する所が大き ~\o よって本論文の著者は，博寸て(理学)
の学位を与えるに相応しいと審査した。
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